









































  1．黒人の政治参加の軌跡とその削除 
  2．先行研究の検討 
  3．本研究の狙いと構成 
 
第 1部：風刺画にみられるイメージの連続性と他者の表象 
 第 1章：風刺メディアの流行とイメージの連続性 
  1－1．Review of Reviews誌の創刊と新聞メディアにおける影響 
  1－2．Review of Reviews誌からみる風刺画の模倣と応用 
  1－3．Norman E. Jennettの風刺画にみる表現の模倣と応用 
 
 第 2章：19世紀後半アメリカ合衆国における市民要件とその表象 
  2－1．19世紀後半の合衆国における政治・社会状況と人種・エスニシティ 
  2－2．移民の政治動員への反発と戯画表現 
  2－3．海外領土住民に対する教育・保護の言説と戯画表現 
 
第 2部：黒人の政治参加と白人社会の動揺 
 第 3章：共和党と人民党の連立政権と人種間の政治的提携 
  3－1．人民党運動の展開と衰退 
  3－2．黒人農民の組織化と南部における反黒人キャンペーンの展開 
  3－3．ノースカロライナ州における反黒人キャンペーンの展開と人民党 
  3－4．「貧しい農民」の連帯から「貧しい白人農民」の連帯へ 
 
 第 4章：黒人の公職登用と白人社会の危機意識 
  4－1．黒人の地位向上と「黒人支配」 
  4－2．黒人公教育の制度基盤強化と「特別教育税」の導入 
  4－3．黒人の投票権剝奪と識字率に対する危機意識 
  4－4．「黒人支配」への対抗意識と人種間の融和 
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第 3部：「黒人支配」のイメージ化と逆転のレトリック 
 第 5章：「黒人支配」の言説形成と政治風刺画 
  5‐1．風刺画に表現された人民党内部の連立をめぐる対立 
  5‐2．表象の目的としての政党間の対比と支持層の拡大 
  5‐3．反黒人キャンペーンにおける人種表象と「黒人支配」の問題化 
 
 第 6章：黒人投票権の剝奪と政治風刺画 
  6‐1．Norman E. Jennettの風刺画にみられる連続性と断続性 
  6‐2．連立政党の弱体化と黒人の権力肥大 












挙が行われた翌々日の 1898年 11月 10日、一つの事件が起こった。同州の州議会において

























































いえる。さらに、1898 年の州議会選挙の直前には 200 万枚を超えるビラが、民主党に敵対
する政党の支持者に撒布されたという。 






























State Democratic Executive Committee [?], 
Should Be Lynched!: Negro Candidate for 
Senator from Edgecombe will Help Lynch a 
Democratic Ticket (N. P., 1898 [?], North 
Carolina Collection, Wilson Library, University 
of North Carolina at Chapel Hill).  





第 1 章では、20 世紀転換期に各国で描かれた図像群が、模倣と応用を繰り返すことによ
って、その表現様式を確立していった経緯を示した。19 世紀後半の列強諸国では、政治や
社会の出来事を単純化して伝える手法として風刺画を紙面に掲載することが流行していた。









 このように風刺画家たちは、Review of Reviewsを通じて、互いの作品を参照し、模倣する
ことで表現様式を確立していったのだが、それは本研究が考察の中心に据えた Norman E. 









されていた。同様に Jennettは、New York Journalで風刺画を描いていた Homer Davenportか
ら多くの影響を受けていたことが、Davenport が描いた Mark Hanna の図像との類似性から
みえてきた。それは、Hannaが着用するスーツに描かれたドルマークや、光り輝く宝飾品と
いった抽象物が、彼の金権政治を象徴するものとして表現されたのに対して、Jennett は類
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による白人女性への性的冒涜」という非現実的な蛮行を現実に起こり得る事態として意識
した白人たちは、「黒人支配」の象徴的な存在である Youngが州内の政治に関与していたこ
とを後世にわたって証明するモニュメントを破壊することを計画した。つまり、障碍者施設
の礎石から Youngの名前を削り落とした行為は、「黒人支配」という虚構の言説によって広
められた「白人女性に対する脅威」という忌まわしい記憶を除去することを意味すると同時
に、白人による政治支配の復権を記念する象徴的な行為だったのである。 
 
